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昨
年
11
月
27
日
、
第
4
回
定
例
会

が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
、
保

坂
展
人
区
長
は
本
会
議
冒
頭
の
招
集

挨
拶
で
「
引
き
続
き
区
政
の
重
責
を
担

う
決
意
」
と
来
期
に
向
け
た
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
の
議
会
を

振
り
返
り
ま
す
。 

学
校
統
廃
合
と
安
全
対
策 

第
1
回
定
例
会
で
は
、
北
沢
小
学
校

の
廃
校
、
下
北
沢
小
学
校
と
の
統
廃
合

に
伴
う
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
提
案
が

問
題
と
な
り
ま
し
た
。 

学
校
統
廃
合
に
よ
る
通
学
路
変
更

や
通
学
時
間
の
延
長
に
な
る
な
ど
、
児

童
の
安
全
確
保
が
問
わ
れ
た
た
め
、
当

該
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
住
民
と
区
教
委

が
協
議
し
た
結
果
、
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
議
会
で
は
「
費
用
対

効
果
」
や
「
他
校
と
の
比
較
」
な
ど
が

言
わ
れ
、
予
算
案
へ
の
「
組
み
替
え
動

議
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

学
校
統
廃
合
に
よ
る
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
住

民
提
案
が
議
会
の
多
数
決
に
よ
っ
て

打
ち
消
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

道
路
計
画
と
周
辺
環
境 

今
年
の
議
会
で
は
、
恵
泉
学
園
付
近

の
道
路
計
画
が
、
あ
た
か
も
立
ち
退
き

に
応
じ
て
い
な
い
一
件
の
家
の
問
題

と
し
て
矮
小
化
さ
れ
「
行
政
代
執
行
」

を
求
め
る
発
言
が
繰
り
返
し
行
わ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
道
路
計
画
は
、
赤
堤
通
り
と
世

田
谷
通
り
を
結
ぶ
路
線
で
あ
り
、
閑
静

な
住
宅
地
を
横
断
す
る
こ
と
か
ら
、
付

近
の
住
民
が
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る

こ
と
を
懸
念
し
反
対
し
て
き
た
も
の

で
す
。 

区
は
「
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
手
続

き
を
進
め
る
」
と
し
な
が
ら
も
「
引
き

続
き
粘
り
強
い
話
し
合
い
を
も
っ
て

住
民
の
理
解
を
得
て
い
く
」
と
繰
り
返

し
答
弁
し
て
き
ま
し
た
。 

道
路
計
画
は
、
車
両
交
通
の
増
、
街

の
分
断
等
に
よ
っ
て
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
周
辺
環
境
や
現
在
の
街
並
み
を
大

切
に
す
る
区
民
意
見
に
向
き
合
っ
て

い
く
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

児
童
虐
待
の
予
防
対
策 

6
月
第
2
回
定
例
会
で
は
、
目
黒
区

内
で
発
覚
し
た
児
童
虐
待
を
受
け
て

い
た
子
ど
も
の
死
を
め
ぐ
り
、
虐
待
予

防
の
対
応
が
問
わ
れ
ま
し
た
。 

他
県
か
ら
の
転
出
、
目
黒
区
へ
の
転

入
の
際
の
行
政
間
の
連
絡
体
制
や
そ

の
後
の
児
童
相
談
所
の
対
応
で
、
相
談

所
の
職
員
が
子
ど
も
と
直
接
会
う
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の

不
備
が
問
題
に
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で

は
、
「
警
察
と
の
連
携
」
や
児
童
相
談

所
機
能
の
強
化
」
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

区
は
、
平
成
19
年
よ
り
「
虐
待
の
な

い
世
田
谷
を
め
ざ
し
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
家
庭
支
援
、
虐
待
の
早
期
発
見
、

発
見
後
の
家
庭
支
援
、
子
ど
も
へ
の
ケ

ア
な
ど
を
柱
と
し
た
予
防
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
虐
待
が
起
こ
る
前
の
予

防
対
策
の
強
化
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
や
「
世
田
谷
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
に

よ
る
育
児
不
安
・
家
事
負
担
の
解
消
な

ど
、
予
防
対
策
の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。 

誰
も
ひ
と
り
に
し
な
い
地
域
社
会
の
確
立
を 
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学
校
給
食
費
の
無
償
化 

学

校

給

食

費
の
無
償
化

と
教
育
費
の

負
担
軽
減
の

課
題
で
は
、
所

得
制
限
を
設

け
る
か
否
か

の
議
論
が
あ

り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
支
援
を

限
定
す
る
「
選
別
主
義
」
で
は
な
く
、

全
体
を
重
ん
ず
る
「
普
遍
主
義
」
に
基

づ
く
視
点
を
堅
持
す
る
よ
う
求
め
て

き
ま
し
た
。 

区
は
、
就
学
援
助
認
定
基
準
の
緩
和

と
学
校
給
食
費
無
償
範
囲
の
拡
充
に

よ
っ
て
教
育
費
負
担
軽
減
の
枠
を
広

げ
る
提
案
を
し
て
い
ま
す
。 

家
庭
の
教
育
費
負
担
で
最
も
多
い

給
食
費
の
無
償
の
範
囲
を
広
げ
る
こ

と
は
、
現
役
世
代
・
子
育
て
世
代
、
中

間
所
得
層
を
含
め
た
支
援
に
つ
な
が

る
と
い
う
見
方
も
可
能
で
す
。
学
校
給

食
費
の
無
償
化
に
向
け
た
一
層
の
検

討
と
国
・
都
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

外
郭
環
状
道
路
の
工
事 

東
京
外
郭
環
状
道
路
は
、
国
内
で
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
地
下
40
メ
ー
ト
ル

以
上
深
い
大
深
度
地
下
を
全
面
的
に

活
用
し
た
道
路
計
画
で
あ
り
、
外
径
16

メ
ー
ト
ル
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ

っ
て
市
街
化
さ
れ
た
地
域
の
地
下
に

大
断
面
の
ト
ン
ネ
ル
を
構
築
す
る
工

事
で
す
。 

そ
れ
だ
け
に
事
前
の
安
全
対
策
を

十
分
に
施
す
と
と
も
に
、
地
表
面
で
の

安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
事
態

が
発
生
し
た
場
合
へ
の
万
全
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

住
民
へ
の
健
康
被
害
の
懸
念
が
あ

る
「
酸
欠
空
気
」
の
大
気
中
へ
の
放
出

と
そ
れ
に
対
す
る
安
全
対
策
は
、
事
前

に
想
定
さ
れ
て
い
た
か
は
疑
問
で
す
。 

6
月
の
議
会
で
は
、
喜
多
見
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
部
分
か
ら
は
じ
ま
っ
た
外

郭
環
状
道
路
の
掘
進
工
事
に
お
い
て

酸
欠
空
気
の
発
生
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
未
だ
、
経
過
や
原
因
、
本
掘
進
へ

の
対
応
な
ど
区
民
へ
の
説
明
が
十
分

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
区
民
の
不
信
や

不
安
は
払
拭
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
事
業
者
へ
の
安
全
対
策
の
徹
底
と

周
辺
住
民
へ
の
説
明
会
を
ふ
く
め
た

周
知
を
求
め
ま
し
た
。 

豪
雨
災
害
へ
の
対
応 

9
月
第
3
回
定
例
会
で
は
、
大
阪

や
北
海
道
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
る

被
害
へ
の
対
応
策
、
避
難
所
等
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
確
保
や
福
祉
避
難
所
の

設
置
の
在
り
方
な
ど
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。 

区
は
、
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
倒
壊
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
道
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
で

安
全
が
確
認
で
き
な
い
も
の
に
つ
い

て
除
却
費
用
を
助
成
し
、
ま
た
、
そ
の

後
、
新
た
に
生
垣
等
を
つ
く
る
場
合
に

も
建
設
費
用
を
助
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

東
京
都
は
、
二
〇
一
四
年
の
「
豪
雨

対
策
基
本
方
針
」
に
お
い
て
谷
沢
川
、

丸
子
川
流
域
を
「
対
策
強
化
流
域
」
に

選
定
し
、
分
水
路
や
貯
留
層
の
工
事
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
8
月
27
日
に
は
、
玉
川

地
域
で
1
時
間
に
111
ミ
リ
と
い
う
雨

量
が
記
録
さ
れ
、
蛇
崩
川
、
呑
川
、
谷

沢
川
な
ど
の
流
域
に
お
い
て
床
上
浸

水
、
床
下
浸
水
、
地
下
室
へ
の
雨
水
の

流
入
な
ど
、
多
く
の
被
害
が
出
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
区
に
雨
水
を
一
時
的
に
貯

留
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、
貯
水
槽

整
備
に
向
け
た
教
育
施
設
や
公
園
な

ど
の
用
地
確
保
と
と
も
に
、
東
京
都
へ

の
早
期
工
事
の
推
進
を
求
め
ま
し
た
。 

来
年
度
予
算
に
向
け
て 

今
期
の
福
祉
分
野
で
の
大
き
な
成

果
は
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
地
区
展
開
に
あ
り
ま
す
。
当
初
、
厚

生
労
働
省
は
、
高
齢
者
の
み
の
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
提
案
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
区
民
の
指
摘
か
ら
、
一
つ

の
家
庭
で
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
介
護
、

子
や
孫
の
育
児
、
家
族
の
ひ
き
こ
も
り

な
ど
複
合
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
福
祉
の
総
合

相
談
窓
口
の
設
置
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
厚
生
労
働
省
は
、
「
福
祉
の

総
合
相
談
体
制
」
の
構
築
を
全
国
の
自

治
体
に
求
め
て
い
ま
す
が
、
区
の
国
に

先
駆
け
た
取
り
組
む
施
策
は
、
全
国
の

自
治
体
へ
と
広
が
り
、
国
を
動
か
し
こ

れ
ま
で
の
施
策
を
変
え
る
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

今
後
、
高
齢
者
の
一
人
住
ま
い
、
精

神
障
が
い
者
の
居
場
所
や
中
高
年
の

ひ
き
こ
も
り
支
援
な
ど
複
雑
化
す
る

課
題
へ
の
対
応
や
、
医
療
的
ケ
ア
児
の

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
の
、
学
校
・
保

育
園
は
じ
め
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
を
求
め
て
い
ま
す
。 

政
策
の
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス

を
大
切
に
し
た
区
民
参
加
を
柱
と
す

る
区
政
運
営
に
よ
っ
て
、
区
の
様
々
な

分
野
・
施
策
に
お
い
て
新
た
な
課
題
へ

の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

2019 年 

羽田圭二と新春のつどい 

とき：2 月 3 日（日）13 時  
会場：三軒茶屋キャロットタワ

ー4 階ワークショップ 
会費 2,500 円 

お楽しみ抽選会、芸能大会

など、誰でも参加できます。 
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羽田圭二 写真で見る 2018 年 

未来は子どもたちのために 
1月 元旦あるこう会 

 今年は、玉川総合支所が

工事のため、野毛町公園が

出発点となり、砧総合運動

場までの道のりを歩きま

した。2018 年元旦も保坂

展人世田谷区長と固い握

手を交わしました。 
 

2月 羽田圭二と新春のつどい 

 保坂展人区長をお招

きして新春のつどいは、

今年も後援会スタッフ

による手づくり料理で

盛大に催すことができ

ました。 
3月 みうら太陽光発電所視察 

 世田谷区が神奈川県三浦市に

建設した発電所、みうら太陽光

発電所を地域の皆様と視察しま

した。自然再生エネルギーの活

用による電力供給について説明

を受けました。 
4月 メーデー街宣 

 社民党党首・又市征治参

議院議員を先頭に、社民党

23 区議団が一体となって、

連合メーデー参加者激励

行動。「長時間労働の是正」

や「同一労働・同一賃金の

確立」を訴えました。 
5月 憲法記念集会 

 5 月 3 防災公園で開催されている

憲法集会の前段、参加者への激励行

動に参加しました。憲法 9 条改悪を

許さず、憲法を暮らしの中に生かす

政治の必要性を訴えました。 

 

6月 玉川消防団操法大会 

 駒沢公園広場を会場に、玉川

消防団各分団が競い合いまし

た。規律性・敏速性・正確な放

水など緊張した大会です。 
 

7月おどろきとどろき祭り 

 等々力商店街を中心に開

催されています。今年は、

城南信用金庫裏の駐車場を

会場に開催され、大いに盛

り上がりました。 
 

8月 広島の夏  

 自治体議員団夏季研修会は、

広島市で開催。被爆体験に学

び、平和公園を中心に、今ま

で歩いたことのない被爆地広

島のまちをあらためて視察し

ました。 
9月 秋の区政報告会       

区内８地区で開催。9
月に行われたインター

ンシップの学生企画に

よる「介護するなら世田

谷で」では、在宅介護の

改善に向けた要望・意見

が多く出されました。 
10月スタート集会 

 保坂展人区長・福島み

ずほ社民党副党首をお招

きして羽田圭二政策づく

り・スタート集会を開催、

世田谷区政の成果と課題

から政策を作成します。 
 

11月 農地のイルミネーション 

 自宅すぐ近くの木村ブドウ

園で開催されたイルミネーシ

ョン。保坂展人区長や地元の

同僚議員と視察しました。 
 

12月 区立小中学校創立記念式典 

 今年の秋は、小中学校の創立

記念式典が数多く開催されまし

た。地元の中町小学校は 60 周

年、そして今年最後の式典、深

沢中学校 70 年式典が執り行わ

れました。
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羽田圭二プロフィール  

 

 

1954年(昭 29)世田谷区野毛 39番地で生まれる     

1967年(昭 42)区立玉川小学校卒業 

1970年(昭 45)区立玉川中学校卒業  

 

 

1976年(昭 51)KPU京王自動車労組職員                  

1977年(昭 52)世田谷局内郵便局入局郵便局員として郵便貯金窓口

で働く 

 

 

99 年(平 11)区議会議員初当選 15年区議５期目に復活。 

●都営野毛アパート自治会会長/都立広尾高校 PTA 会長/東

京公立高等学校 PTA 第 2 学区長/上野毛地区町会自治会連

合会監事を歴任●区議会では 福祉保健常任委員/環境・エ

ネ問題対策特別委員会委員長/区民生活常任副委員長/社民

党世田谷区議団幹事長を歴任/現役職・世田谷立憲民主党・

社民党区議団政調会長/都市整備常任副委員長 

●現在 東京都公害防止管理者 第Ⅱ30771 号/社民党都連

合代表及び世田谷総支部代表/社民党自治体議員団全国会

議幹事長/中大信窓会東京支部相談役/中大白門会世田谷区

支部副支部長 

世田谷生まれ・世田谷育ち 

昼間国鉄で働きながら都立新宿高校定時制課程卒業 

議員生活の中、51 歳で中央大学法学部通信教育課程卒業 

 
 

  
 

 

     

羽田圭二の活動報告 
９月活動報告 １０月活動予定 １１月活動報告 

1  土 新報配布 1 月 中町天祖神社祭礼 1 木 社民党自治体議員団全国常幹

 2 日 地域回り 2 火 決算特別委員会【総括質疑】 2 金 区長へ予算要望書提出 

3 月 都市整備常任委員会 3 水 決算特別委員会【企画総務】 3 土 第３回リング会議 

4 火 都市整備常任委員会 4 木 地域回り 4 日 多摩川クリーン＆芋煮会 

5 水 オリパラ環境等特別委 5 金 決算特別委員会【区民生活】 5 月 広報小委員会 

6 木 外環道工事視察 6 土 区立尾山台小学校８０周年 6 火 戦争させない世田谷千人委員 

7 金 区議団会議 7 日 上野毛稲荷神社祭礼 7 水 経済学研究会 

8 土 奥沢神社祭礼 8 月 社民党東京会議 8 木 日帰り旅行会 

9 日 平和パークジャンボリー 9 火 決算特別委員会【福祉保健】 9 金 事務処理 

10

0  
月 区議会控え室 10

0  
水 地域回り 10

0  
土 区立桜小学校９０周年 

11 火 質問通告日 11 木 決算特別委員会【都市整備】 11 日 ハーフマラソン 

12 水 視察 12 金 決算特別委員会【文教】 12 月 社民党東京政策発表会 

13 木 解雇事件報告会 13 土 中大白門会 13 火 都市整備常任委員会 

14 金 団総会 14 日 体育館まつり 14 水 福島みずほ副党首２０周年 

15 土 神輿組立 玉中同期会 15 月 地域回り 15 木 事務処理 

16 日 玉川神社祭礼 16 火 決算特別委員会【補充質疑】 16 金 議運 

17 月 さようなら原発全国集会 17 水 京王線工事起工式 17 土 区立富士中７０周年記念 

18 火 議運 第３回定例会 18 木 区政報告会【弦巻地区】 18 日 消防合同点検 

19 水 本会議 19 金 議運・本会議 19 月 地域回り 

20 木 本会議 20 土 区政報告会【野毛地区】 20 火 事務処理 

21 金 社民党都連合大会 21 日 野毛古墳まつり 21 水 地域回り 

22 土 六所神社祭礼 22 月 社民党政策審議会 22 木 斎藤ゆうこ議員偲ぶ会 

23 

 

日 六所神社祭礼 23 

 

火 世田谷をつくる会 23  金 フォークダンスの会 

24 

 

月 社民党世田谷会議 24 

 

水 全国政策担当者会議 24  土 区立三宿小学校１１０周年 

25 火 都市整備常任 25 木 全国幹事長会 25 日 福寿会誕生会 

26 水 オリパラ環境等特別委 26 金 地域回り 26 月 事務処理 

27 木 社民党Ｂ事務局長会議 27 土 地域回り 27 火 議運 本会議 

28 金 議運 本会議 28 日 青少年ドッチボール大会 28 水 本会議 

29 土 区立中町小学校創立６０周年 29 月 区政報告会【喜多見地区】 29 木 本会議 

30 日 区政報告会【用賀地区】 30 火 広報小委員会 30 金 事務処理 

   31 水 区政報告会【烏山地区】    

羽田圭二とたんぽぽの会  
入会のお願い 

たんぽぽの会は、区議会議員・羽田圭二を財政

面と政策面から支え、併せて会員相互の親睦を図

ります。   

この会は、会員の皆様からのカンパ及び 

年会費 2,000 円によって運営されています。  

郵便振替口座  00160-5-11783 

口座名称  羽田圭二とたんぽぽの会 
*****連 絡 先***** 

〒158-0082 世田谷区等々力 4-5-10 伊佐ビル 1 階 

☎3702-3563 FAX5758-2682  
 


